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高津消防署管内図

高津消防署

北野

東野

蟹ケ谷

向ケ丘

梶ケ谷

(工事中)



 

 

署 所 及 び 受 持 区 域 
令和８年４月１日現在 

署所 住    所 面積(K㎡) 受  持  区  域 

高
津
本
署 

〒213-0002 

高津区二子5－14－5 

℡811-0119 

4.9 

高津区の区域のうち溝口1～6丁目、二子1

～6丁目、諏訪1～3丁目、北見方1～3丁

目、下野毛1～3丁目、瀬田、坂戸1～3丁

目、久本1～3丁目 

子
母
口
出
張
所 

【仮庁舎】 

〒216-0044 

宮前区西野川2-7-8 

℡766-0119 

3.0 

高津区の区域のうち東野川1･2丁目、子母

口、子母口富士見台、久末、蟹ケ谷、明

津 

新
作
出
張
所 

〒213-0014 

高津区新作4－12－7 

℡853-0119 

2.7 

高津区の区域のうち北野川、末長3･4丁

目、新作1～6丁目、千年、千年新町 

梶
ヶ
谷
出
張
所 

〒213-0035 

高津区向ケ丘8－16 

℡854-0119 

3.5 

高津区の区域のうち、下作延の一部（久地出

張所の受持区域に属する区域を除く）、下作

延2丁目の一部（久地出張所の受持区域に属

する区域を除く。）、下作延3丁目、下作延4丁

目の一部（久地出張所の受持区域に属する区

域を除く。）、下作延5丁目の一部（久地出張

所の受持区域に属する区域を除く。）、上作延

１～５丁目、向ケ丘、梶ケ谷1～6丁目、末長

1・2丁目 

久
地
出
張
所 

〒213-0032 

高津区久地4－11－19 

℡822-0119 

3.0 

高津区の区域のうち、久地、久地1～4丁

目、宇奈根、下作延（市道野川柿生線以

北）、下作延1丁目、下作延2丁目の一部

（市道野川柿生線以北）、下作延4丁目の一

部（市道野川柿生線以北）、下作延5丁目の

一部（市道野川柿生線以北）、下作延6丁

目、下作延7丁目 
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高津消防署

 白坂　貴正

警防第２課 所長 

警防統括担当
日勤救急担当兼務

担当課長

課 長 補 佐

市川　忠克
・警防第１課、救急係長に同じ日勤救急担当

調 査 係 長

救 急 係 長

藤原　正人

我妻 孝浩

押部　光賢

副 署 長

髙橋　真路

 石川　智也警防第１課 所長 

日隈　励

・危険物等の許可及び届出、立入検査・違反
　処理、防火対象物表示制度、消防研究会及
　び防火管理協議会等に関すること

警防第１課長

志賀　貴史

・消防警備、防災対策、消防訓練等に関する
　こと

・火災・災害調査、消防統計、災害現場広報
　等に関すること

警防第２課長

鹿又　慎

・警防第１課、救急係長に同じ

・警防第１課、調査係長に同じ

 吉田　誠

梶ヶ谷出張所 警防第１課 所長 

警防第２課 所長 

 植田　真哉 

 長谷川　知宏

 山中　祥

子母口出張所 警防第１課 所長 

久地出張所

警防第２課 所長 

警防第１課 所長 

警防第２課 所長 

 宮川 専一郎

 福永　宏樹

危険物・査察係長

新作出張所

・救急隊の運用に関すること
・救急隊の訓練、救急統計及び救急資機材に
　関すること
・メディカルコントロールに関すること
・市民に対する救急技術の指導及び救急知識
　の普及に関すること
・救急告示医療機関等の連絡に関すること

小林　伸一

救 急 係 長

警 防 係 長

山 中　勝

板垣 憲明

調 査 係 長

吉川　拓人

金森 祥人
・警防第１課、警防係長に同じ

警 防 係 長

伊藤　健一郎

庶 務 係 長

予 防 係 長

令和８年４月１日現在

高 津 消 防 署 組 織 図

・庶務、人事配置、厚生、広報等に関するこ
　と
・消防施設の保守管理に関すること
・車両の点検・整備に関すること

・消防団に関すること
・地域における防災活動の支援に関すること

・予防関係の申請、届出に関する消防審査及
　び防火協会に関すること

消防団・
防災支援係長

品田　篤志

谷口　大介

予 防 課 長

三國　智司

※ 　　　は新任者を示す

署　 長
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155 1 5 22 38 48 1 40

署長 1 1

副署長 1 1

警防統括・
日勤救急
担当課長

1 1

予防課 18 1 7 4 6

警防第１課 30 1 3 10 9 7

警防第２課 31 1 3 7 12 8

デイタイム
救急隊 5 1 1 1 2

12 2 3 4 3

22 2 6 6 8

12 2 2 2 1 5

22 2 5 8 7

梶ヶ谷出張所

子母口出張所

本
　
　
　
　
　
　
署

※職員数１５５名
　　【高津区世帯数１２１，８８４世帯　人口２３６，８３１人（令和８年４月１日現在）
　　　人口約１，５２８人当たり消防職員１人となっている。】

消
防
士

区分

署所別

合計

新作出張所

久地出張所

消 防 職 員 の 配 置 状 況

令和８年４月１日現在　

計
消
防
監

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

消
防
副
士
長
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署所 部　隊　名 車　種　別 車名 登録年月

高津　１ 消防ポンプ車 日野 川崎800 す 2987 平成29年3月

高津　２ 水槽付消防ポンプ車 日野 川崎800 は 1573 令和5年11月

高津救助 救助工作車 日野 川崎800 は 1315 平成30年12月

高津はしご はしご車（３０ｍ級） 日野 川崎800 は 1667 令和8年3月

高津水災害対応 水災害対応車 日野 川崎800 は 1070 平成26年3月

高津積載 ポンプ積載車 トヨタ 川崎800 す 5916 令和5年3月

高津指揮 指揮車 トヨタ 川崎800 す 4222 令和元年9月

高津救急 救急車 トヨタ 川崎800 す 5331 令和3年12月

高津デイタイム救急 救急車 日産 川崎800 す 6780 令和7年3月

査察 軽査察車 スズキ 川崎580 ち 7670 令和5年2月

広報車１ 広報車 ホンダ 川崎500 て 791 平成30年9月

広報車２ 広報車 日産 川崎501 ち 9677 平成29年7月

新作 消防ポンプ車 日野 川崎800 す 4950 令和3年2月

新作救急 高規格救急車 トヨタ 川崎800 す 7098 令和7年10月

久地 消防ポンプ車 日野 川崎800 す 6287 令和5年11月

久地救急 高規格救急車 トヨタ 川崎800 す 5745 令和4年10月

梶ヶ谷 消防ポンプ車 日野 川崎800 す 3881 平成31年2月

高津非常用消防 消防ポンプ車 日野 川崎800 す 938 平成24年10月

高津非常用救急 救急車 トヨタ 川崎800 す 3367 平成30年1月

子母口 消防ポンプ車 日野 川崎800 す 4476 令和2年3月

子母口化学 化学車 日野 川崎800 は 971 平成24年11月

８人乗

６人乗・Ａ－２
原液300Ｌ・水槽1500Ｌ

７人乗

消防車両等の配置状況

　　　　 令和８年４月１日現在

本
　
　
　
署

新
作

登録番号

５人乗・Ａ－２

６人乗・Ａ－２

６人乗

６人乗

５人乗

６人乗

５人乗

７人乗

４人乗

川崎市　ち　6778 高津消防署 ホンダAA05

備　　　考

車　両　番　号

８人乗

５人乗・Ａ－２

７人乗

５人乗・Ａ－２

７人乗

久
地

梶
ヶ
谷

子
母
口

原動機付自転車の配置状況

５人乗・Ａ－２

５人乗・Ａ－２

ホンダAA04

川崎市　あ　6914 高津消防署 ホンダAA03

川崎区　た　2560

合計　 8台

　　　　　　　　令和８年４月１日現在

配　置　年　月

平成24年7月

平成27年6月

平成28年2月

平成28年12月

川崎市　あ　5606 久地出張所 ホンダAA03

川崎市　あ　2900 新作出張所 ホンダAA04

川崎市　あ　5605 梶ヶ谷出張所 ホンダAA03

５人乗・Ａ－２

７人乗

平成25年5月

平成26年9月

平成29年7月

合計　　20台

川崎区　つ　1679 子母口出張所 ホンダAA05

川崎市　ち　9775 久地出張所 ホンダAA05

平成26年9月

配　置　先 車　　種

高津消防署
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合計 本署 新作 久地 梶ヶ谷 子母口
可燃性ガス検知器（４成分） 7 3 1 1 1 1
水圧測定器 10 2 1 3 2 2
投光器 6 4 1 1
携帯用投光器 28 15 2 3 3 5
空気呼吸器 60 33 6 5 7 9
空気呼吸器用ボンベ 166 134 9 11 8 4
酸素呼吸器用ボンベ 5 5
ガンタイプ・ノズル 20 6 2 4 3 5
エアフォームノズル 6 1 1 1 1 2
ターレット 3 1 1 1
ＭＥＡ（中発泡器） 2 1 1
ポータブルキャフス 1 1
放口プロポーショナー 5 1 1 1 1 1
泡放射砲 0
三連はしご 9 3 1 1 2 2
滑車 8 8
航空救助用縛帯 9 9
サバイバースリング 2 2
空気式救助マット 1 1
平担架 2 2
バスケット担架 2 2
大型油圧スプレッダー 1 1
小型油圧救助器具（ユニツール） 1 1
可搬ウィンチ 2 2
チェーンブロック 1 1
マンホール救助器具 1 1
マット型空気ジャッキ一式 1 1
マット型空気ジャッキ一式（小型） 1 1
救助用支柱器具 1 1
大型油圧切断機 1 1
エンジンカッタ― 7 3 1 1 1 1
チェーンソー 2 2
鉄線カッター 1 1
空気切断機 1 1
空気鋸 1 1
コンクリート切断用チェーンソー 1 1
ガス溶断器 1 1
削岩機 1 1
携帯用コンクリート破壊器具 1 1
万能斧 9 9
ハンマドリル 3 3
充電式破壊器具 1 1
防毒マスク 14 14
墜落制止用器具（フルハーネス） 15 15
携帯警報器 5 5
耐電衣 6 6
防毒衣 5 5
陽圧式化学防護服 7 7
放射能防護消火服 0
放射線防護衣 5 5
耐熱服 0
防火衣 166 86 21 18 19 22
潜水器具一式 22 22
水難用空気ボンベ 35 35
救命胴衣 79 47 8 11 4 9
水中投光器 18 18
浮標 10 10
救助用ゴムボート 4 3 1
船外機 3 3
水中スクーター 0
水中無線機 1 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年４月１日現在

   警 防 用 資 機 材 の 配 置 状 況

　　　※　主な資機材について掲載した。

隊
員
保
護
用
器
具

照
明

器
具

呼
吸
器

放
水
器
具

水
難
救
助
用
器
具

一
般
救
助
用
器
具
重
量
物
排
除
用
器
具

切
断
用
器
具

破
壊
用
器
具

測定

署所別項目
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合　計 本署 子母口 新作 梶ヶ谷 久地

2,694 775 525 458 582 358

2,518 713 499 426 550 330
1,888 508 371 314 445 250
620 205 128 112 95 80
29 8 5 13 2 1
18 5 5 5 2 1
11 3 0 8 0 0
63 13 18 9 14 9
2 1 0 0 0 1
56 9 17 9 13 8
5 3 1 0 1 0
37 22 5 4 3 3
3 2 0 1 0 0
31 18 5 3 3 2
3 2 0 0 0 1
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
56 19 3 6 12 16
24 6 3 6 5 4
24 6 0 0 7 11
0 0 0 0 0 0
8 7 0 0 0 1

署所別消防水利状況

　　　　　　　令和8年4月1日現在

西梶ヶ谷学校

上作延小学校

平成２８年度

平成２８年度

防
火
水
槽

梶ケ谷２－１４－１

　　　　　　　令和８年４月１日現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署所別
　　　区　　分

小　　　　計

私設

40m3未満

40m3未満

配置年度

私設

貯水施設

公設

40～100m3未満

　　　消火ホースキット設置状況

40～100m3未満

小　　　　計

100～200m3未満

合計　　２１基

平成２８年度

プール
小　　　　計

100m3以上

合　　　　　計

公設

その他の水利
濠・池等

河川・溝等

小　　　　計
地下単口
地下双口

500m3以上

小　　　　計

久本３－１１－１

地下式
地上式

避難所

西高津中学校

東高津中学校

新作小学校

坂戸小学校

南原小学校

消
火
栓

200～500m3未満

平成２６年度

橘中学校 平成２６年度

末長小学校 平成２６年度

久地１－１０－１

千年１３００

末長３－８－１

平成２６年度

久本３－１１－３

末長４－１－１

平成２６年度東橘中学校

平成２６年度久末小学校

下作延小学校

子母口３２１

梶ヶ谷小学校

上作延５５９

上作延７９６

平成２７年度

東高津小学校

久本３－１１－２

久本小学校 平成２６年度

新作１－９－１

北見方２－５－１

市立高津高校 平成２７年度

久地小学校 平成２７年度

平成２６年度

平成２６年度

高津中学校

平成２８年度

平成２７年度

平成２６年度

平成２８年度

久地４－２－１

下作延５－１９－１

千年１０２４

平成２７年度高津小学校

平成２７年度

住所

久末６４７

溝口４－１９－１

子母口７３０

梶ケ谷４－１２

坂戸１－１８－１

橘小学校

子母口小学校
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防 火 対 象 物 の 現 況 
 

令和８年４月１日現在 

区 分 対象数 区 分 対象数 

 

劇 場 ・ 映 画 館 ・ 観 覧 場 等 0 幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 11 

公 会 堂 ・ 集 会 場 2 小・中・高・高専・大学・各種学校 24 

キ ャ バ レ ー ・ 遊 技 場 等 8 図 書 館 ・ 博 物 館 2 

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 3 公 衆 浴 場 2 

待合・料理店その他類するもの 0 車 両 の 停 車 場 等 5 

飲 食 店 90 神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 の 類 43 

百貨店・マーケット・物品販売店 123 工 場 ・ 作 業 所 288 

旅 館 ・ ホ テ ル ・ 宿 泊 所 5 映画スタジオ・テレビスタジオ 1 

寄 宿 舎 ・ 下 宿 ・ 共 同 住 宅 4,940 自 動 車 車 庫 16 

病 院 ・ 診 療 所 21 倉 庫 102 

福 祉 施 設 等 163 前各号に該当しない事業所 322 

 ※ 

複合用途（アーケードを除く） 1,731 
 

 

合 計                  7,902対象 

   
※複合用途とは、上記区分の事業所が二つ以上含まれる防火対象物になります。 
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11

2

13

18 10

22

12 3

9

6 2

1

7

6 1

14

15以上

1

15 12 1

11

12

13

17

14 10

11

7

117

220 111 32

10

956 4

35

116 23206

9

37

34

70

22

3

1

6

33

3519

5 1

23

中高層建築物の現況

合
　
　
　
計

本
　
　
　
署

新
　
　
　
作

久
　
　
　
地

梶
　
ヶ
　
谷

令和８年４月１日現在

子
　
母
　
口

署所

合計

※川崎市消防局警防規程の改正により、平成２８年度から中高層建築物の用語の定義が
５階以上となっています。

階数 1,268 586 209 117227129

5 153

7

8

56650 234 137
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合　　計 本　　署 新　　作 久　　地 梶ヶ谷 子母口

製造所 0

屋内貯蔵所 18 8 2 6 2

屋外タンク貯蔵所 1 1

屋内タンク貯蔵所 1 1

地下タンク貯蔵所 20 6 5 4 3 2

移動タンク貯蔵所 9 9

屋外貯蔵所 0

営業用給油取扱所 14 4 3 1 2 4

自家用給油取扱所 11 3 2 5 1

一般取扱所 15 5 3 4 1 2

第１種販売取扱所 0

89 26 16 30 6 11

351 113 34 88 52 64

39 11 4 11 4 9

危険物施設等の現況

合計

少量危険物

指定可燃物

危
険
物
施
設

施　　　　　　設

令和８年４月１日現在
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年間業務内容 
１ 警防業務 

令和７年中 
件   名 件 数 内  訳 

火 災 件 数 ８９件 
人口 1 万人当たりの出火件数  
３．８６件 

救 急 件 数 
１３，４３６

件 
１日あたり平均３６．８件出場 

救 助 件 数 １３９件 
火災消火の際の人命救助 
交通事故、水難事故、労働災害 

自主防災組織における消防訓練指導 ３９件  
消防法第８条に基づく消防訓練指導 ５８件  

 

２ 予防業務 
（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで） 

危 険 物 関 係 件 数 
危 険 物 許 可  ６件 
危 険 物 届 出  ３６件 
危 険 物 完 成 検 査 ２件 

建 築 同 意 （４月～３月） 
確 認 申 請   ５３２件 
許 可 申 請  ５件 
建 築 同 意 中 断  ０件 

  合計 ５３７件 
消 防 用 設 備 等 届 出 件 数 

消防用設備等(特殊消防用設備等)設置届出書 ７０５件 
工事整備対象設備等着工届出書 ２３１件 
消防用設備等(特殊消防用設備等)工事計画届 １８５件 

合計 １１２１件 
消防用設備等（特殊消防用設備等）点検結果報告書受理件数 

特 定 防 火 対 象 物 ８８９件 
非 特 定 防 火 対 象 物 １３０１件 

合計 ２１９０件 
防 火 対 象 物 使 用 開 始 届 出  ２４５件 
立 入 検 査 対 象 物 数（うち危険物施設５３対象） ５４５対象 
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３ 推 進 業 務 
   

令和８年４月１日現在 

事 業 の 名 称 等 事 業 の 内 容 

 

幼 年 消 防 ク ラ ブ の 育 成 

 幼稚園の園児を対象として、幼稚園ごとに幼年消防クラ

ブを結成し、年間を通じて消防署の見学、防火映画、消防

署の行事に参加等を行い、火災の予防と防火思想の普及を

図っています。 

少 年 消 防 ク ラ ブ の 育 成 

高津区子ども会連合会の協力により、小学３年生から６

年生までのクラブ員を編成し、１年間にわたり正しい防火

意識の習得と規律正しい少年消防の育成を推進していま

す。 

住 宅 用 火 災 警 報 器 普 及 活 動 

 住宅火災による死者を減らすことを目的として消防法が

改正され、全ての住宅の「寝室」「台所」「階段」等に住宅

用火災警報器の設置が法律や条例で義務付けられました

が、全数設置はもとより、法律の施行から１０年以上経過

し、初期設置のものは電池切れとなることから、点検や交

換を促すため、火災予防運動期間中はもちろん、各種行

事、訓練指導等で広報活動を行っています。 

消 防 協 力 団 体 に よ る 防 火 
 
 
思 想 の 普 及 と 啓 発 活 動     

町内会、自治会、防火管理者等で組織される高津防火協

会、事業所で組織される高津防火管理協議会、危険物を保

有する事業所で組織される高津消防研究会などの会員及び

住民を対象として、火災予防運動期間中はもとより年間を

通じて、防火講演会、防災訓練等の機会を捉え防災広報グ

ッズ、パンフレットの配布等幅広く防火思想の普及活動を

行っています。 
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事 業 の 名 称 等 事 業 の 内 容 
 

応 急 手 当 の 普 及 啓 発 活 動 

住民による応急手当の習得は、大規模災害時における

自主救護能力の向上につながるため、９月９日の「救急

の日」を中心に、ポスター掲示やチラシ配布、救急講話

等により普及啓発活動を行っています。 

春、秋の火災予防運動の実施 

火災が発生しやすい季節に、火災予防思想の一層の普

及高揚を図り、火災の発生を防止し、火災による死傷者

や財産の損失を防ぐことを目的に、ポスター掲示、チラ

シ配布、講演会などの火災予防広報、消防訓練、特別立

入検査などを実施しています。 

危 険 物 安 全 週 間 

危険物を保有する事業所に対して、危険物安全教室、

危険物施設に対する消防訓練、立入検査を実施し、保安

体制の確立を図っています。 

自主防災組織等の 育 成・強化 

大規模な震災では火災や建物の倒壊とそれらに伴う救

助や救護を必要とする人が多数、同時に発生すると考え

られることから、各自主防災組織において、消火・救助

・応急手当の指導を推進しています。 

 ジュニア・ハイスクール 

消防隊育成の推進 

災害により、地域に火災が多発した場合に備え、地域

の防災組織等と連携した消火活動の一役を担ってもらえ

るよう中学生版消防隊の育成を推進してまいります。 

みんなが消防士事業及び 

地域防災スクール事業の推進 

大規模地震、豪雨などをはじめとする災害の被害を軽

減するために、次代を担う小・中・高校生の防災教育を

通して、自助・共助の精神を醸成するとともに地域の防

災力向上を推進しています。 

 

 

-14-



 

火  災  概  要 
 
１ 火災件数と出火率 
  高津消防署管内の火災件数は８９件で、前年５６件に比べ３３件増加して

います。 
  火災件数を火災種別ごとに見ますと、建物火災が５５件で全体の    

６１．８０パーセントを占めており、車両火災が４件で４．４９パーセント、

その他の火災（枯草、ごみ等）が３０件で３３．７１パーセントとなってい

ます。 
  また、出火率（人口１万人あたりの火災件数）は約３．８６件で、前年よ

り１．４９件増加しています。 
※令和８年１月１日の人口（２３万６，４５７人）で算出 

 
 
２ 出火原因別件数（主な出火原因） 

火災の出火原因別件数は、放火が１６件（１８．０パーセント）で１位と

なっています。２位は同率でたばこ及びこんろが１２件（１３．５パーセン

ト）ずつ、４位は電気機器が１０件（１１．２パーセント）、５位は配線器

具で７件（７．９パーセント）となっています。 
 
 
３ 火災による死傷者 

火災による死者は１人、負傷者は６人で、前年の死者１人、負傷者８人に比

べ、負傷者が２人減少しています。 
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0

6

5

3

2 1

0

12

43

4

7

8

19

1

10

333

1

2

0

9 4

　　[高津消防署]

9

区分

月別 車両

損害額

（千円）

46

12

（㎡）建物

3

1

0 2

1

0

5

3

11

10 5

1

12

（13.5％）

52

7

5

（18.0％）

電気機器

4

49

64 55

7

原         因

（11.2％）

4

川崎市全域

6

令和６年中 50

9 5

（7.9％）

6

55

傷者

（人）

1

2

0 3

0

死者

（人）

焼損面積

4

7 4

11 7

その他

0

14

245

5 1

6

0

0

9 8

1 0

0 5

0

8,445

116

11

80

11

0

0 0

0 2

0 0

0 0

0

107

0 0

1,335

17

0 1

0 1

1

0 0

1

0

36

73

6,278

1

0

89

(56)

55

(43)

125 16,810

0710

30

14 10 1 3 3010

4 1 6

(679) (24002) (1) (8)(4) (9)

33 12

470 304

(398)

△ 2

35 131 3,165 1,241,633

(282)

59

210

△ 13

(21) (94) (5436) (348426)

14 37 △ 2,271 893,207 △ 2

(72)

10.2%18.1% 11.4% 22.9% 3.9%

（主な出火原因）

こんろ

原         因

たばこ 配線器具電気機器

49

△ 2

増　・　△　減

令和７年中

区分

51 3950

14 2 10

全市に対

する割合

（％）

合計

令和６年中 7

（13.5％）

出火原因別火災統計

（　）内は、全市に

高津消防署管内

年別

区分

令和７年中

1.4% 8.3%

10 7

18.9%

12

22

0△ 554 △ 2,165

12

（昨年中）

増・△減

川崎市

（昨年中）

月　別　火　災　統　計

放火

16

増　・　△　減

対する割合％

(14)

72

配線器具

令 和 ７ 年 中

増・△減

年別 たばこ

（　　　）内は昨年中の数値を示す。

放火

こんろ

種別
件数
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種別

人員

都市ガス ＬＰガス
その他の

ガス
異臭 車両 危険物品

回数 711 205 4 135 0 2 365

時間 997 330 11 279 0 12 365

人員 4,003 1,167 24 704 0 14 2,094

合同訓練

強化訓練

特別訓練

体力錬成

専門訓練
　特別救助隊員に対して、救助業務に関する高度の知識を習熟させ、資質の向
上を図る教育訓練

日課訓練

　特別救助隊員に対して、筋力等体力のすべての要素を効果的に向上させるた
めの訓練

専門訓練 体力錬成種別

【訓練の種別】

合計 日課訓練 合同訓練 強化訓練 特別訓練

　特別救助隊員（水難救助隊員、国際救助隊員、航空救助員を含む。以下この
表において同じ。）が、救助技術、知識の向上を図る当務中で行う訓練

　原則として、警防第１課及び警防第２課の特別救助隊が合同して行う教育
訓練

　特別救助隊員が、全国消防救助技術大会又は消防局救助技術指導会等に向
けて、救助技術の強化を図るため行う教育訓練

　火災予防運動期間中の演習又は各種警防活動等、上記に該当しない教育訓練
で、署長が必要と認めた特別救助隊員に対して行う教育訓練

21 2 4

３　特別救助隊の訓練実施状況

　　（令和７年中）

出場件数
（回）

32 1 2 1 1

２　特別救助隊の危険排除等の活動状況

　　　　　　　（令和７年中）

種別 合計
ガス事故 油流出事故

その他

1 98 0 4 10
救出件数
（人）

124 7 0 4

1 98 1 2 26
活動件数
（回）

137 7 0 2

1 105 1 2 116
出場件数
（回）

237 9 1 2

特　別　救　助　隊　の　活　動　状　況

１　特別救助隊の活動状況（火災を除く）

（令和７年中）

合計 交通事故 水難事故
機械によ
る事故

ガス及び
酸欠事故

建物等に
よる事故

高所事故
エレベー
ター事故

その他
の事故
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救  急  概  要 
 
１ 救急隊の配置について 

当市の救急隊３１隊（デイタイム救急隊２隊を含む）のうち、高津消防署に

は、高津救急隊・新作救急隊・久地救急隊・高津デイタイム救急隊の４隊が配

置されています。 
 

２ 市内救急件数について 
  令和７年中の市内全体の救急出場件数は、９１，１５７件で、前年に比べ２，

０４３件（２．３パーセント）増加し、１日平均の出場件数は、２４９．７件

で約５分４６秒に１件の割合で救急出場したことになります。 
  

３ 出場件数と事故種別 
  令和７年中の当署４隊の救急出場件数は、１０，８７０件で前年比     

１，１１４件の増加となっています。 
事故種別は、急病が７，６２５件で全体の７０．１パーセントを占め、次い

で一般負傷１，６９２件（１５．６パーセント）、転院搬送４７３件（４．４

パーセント）となっています。 
 
４ 搬送人員と傷病程度 
  搬送人員は８，８１７人で前年比８５５人増加しています。 
  傷病程度は、軽症が４，６４５人で搬送人員の５２．７パーセントを占め、

次いで中等症３，７２１人（４２．２パーセント）、重症４１９人（４．７パ

ーセント）となっています。 
 
５ 高津区内の救急活動状況 
  高津区内の救急出場件数は、１３，４３６件あり、市内７行政区で比較する

と３番目に多い件数となっています。 
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（高津署４救急隊）

出場件数 937 693 43 129 - - 2 1 1 6 10 31 21
搬送人員 735 545 34 111 - - 1 1 - 6 7 30 -
出場件数 785 570 33 110 1 - 7 1 1 5 6 27 24
搬送人員 629 470 27 91 - - 7 1 - 3 3 27 -
出場件数 821 551 42 159 5 - 5 - - 3 5 33 18
搬送人員 672 458 38 134 1 - 4 - - 2 3 32 -
出場件数 814 565 40 141 - - 3 3 1 3 6 29 23
搬送人員 646 458 32 115 - - 3 3 - 1 5 29 -
出場件数 812 562 25 134 2 - 3 1 - 8 7 45 25
搬送人員 695 496 21 115 - - 3 1 - 8 6 45 -
出場件数 902 636 31 129 2 - 6 3 - 3 8 42 42
搬送人員 730 535 23 113 - - 5 3 - 2 7 42 -
出場件数 1,008 714 39 137 2 - 5 2 - 4 5 48 52
搬送人員 820 601 35 122 - - 5 2 - 3 4 48 -
出場件数 997 708 37 135 2 - 6 1 - 7 7 47 47
搬送人員 805 591 37 113 1 - 5 1 - 5 5 47 -
出場件数 937 662 33 136 2 - 7 6 - 2 8 36 45
搬送人員 752 567 24 105 - - 7 6 - 2 6 35 -
出場件数 928 648 32 149 2 - 6 1 - - 8 51 31
搬送人員 773 547 30 132 - - 6 1 - - 6 51 -
出場件数 984 671 44 173 2 - 4 1 - 5 16 40 28
搬送人員 817 574 35 146 - - 4 1 - 3 14 40 -
出場件数 945 646 37 160 1 - 6 2 - 7 4 43 39
搬送人員 743 518 27 139 - - 5 2 - 6 3 43 -
出場件数 10,870 7,626 436 1,692 21 - 60 22 3 53 90 472 395
搬送人員 8,817 6,360 363 1,436 2 - 55 22 - 41 69 469 -

      年齢
搬送人員

０～６ ７～１７ １８～３０ ３１～４０ ４１～６４ ６５以上

男性 291 187 428 281 957 2,138
女性 233 94 562 310 755 2,581
合計 524 281 990 591 1,712 4,719

10月

   　    月　別　救　急　活　動　状　況

自

然

災

害

１月

上段
出場件数

下段
搬送人員

合

計

急

病

交

通

転

院

火

災

　　　　　　　　　　（令和７年中）　　　
そ

の

他

水

難

事

故

加

害

自

損

労

働

災

害

運

動

８月

９月

５月

６月

一

般

２月

３月

４月

７月

8,817

合計

11月

　　　　年 齢 別 ・ 性 別 救 急 活 動 状 況

4,535
4,282

12月

合計

月

区

-200
4006008001,0001,2001,400

1,6001,8002,0002,2002,4002,600
2,8003,0003,2003,4003,600

男性 女性 合計

291 233
524

187 94 281

428 562
990

281 310
591

957 755

1,712

2,138
2,581

4,719
０～６

７～１７

１８～３０

３１～４０

４１～６４

６５以上
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消 防 団 に つ い て 
 

１ 消 防 団 

消防団は、主として火災の警戒や鎮圧、風水害時の警戒や救助活動

にあたる市町村の公的機関で、消防本部、消防署から独立した機関

です。川崎市では必要の都度招集されて、消防活動等に従事する非

常備の組織です。 

その構成員である消防団員は、日常各自の職業に従事しながら、

非常時は本来の職業を投げうって、災害から郷土を守る、郷土愛護

の精神に基づいた民間の有志の人々です。 

独立した機関といえども、災害現場での活動は勿論、平素の訓練、

火災予防活動や広報活動を、消防局及び消防署と連携し実施してい

ます。 

２ 組  織 

消防団の組織は、消防団本部、分団、班などが置かれ、消防職員

と同じように階級制度となっていて、団長、副団長、分団長、副分

団長、部長、班長、団員の７階級があります。 

３ 消防団員の身分 

消防団員は、市町村の消防機関に勤務する消防吏員と異なり、

それぞれの職業をもっています。しかし、その身分は地方公務員法

第３条により、特別職の地方公務員として保証されています。また、

消防団の管理者は、消防組織法第７条により市町村長であると規定

されていることから、消防団長は市長に任命され、消防団員は消防

団長に任命されます。 

４ 消防団員の職務 

火災から国民の生命、身体、財産を守ることが任務であることか

ら、消防団は、火災出場時の優先通行権・緊急通行権などの権限が

与えられています。 

また、緊急の必要があるときには、火災の現場付近の者を消防作

業に従事させる等の緊急措置権が与えられています。 

５ 消 防 団 の 活 動 

消防団は、災害出場以外の活動として、火災防ぎょ訓練や水防訓練、

更にこの訓練の成果を区民に披露する「消防大会」を開催するほか、

中学生に、地域住民が行う防災活動を支援するために必要な知識・

技術を習得させる「ジュニア・ハイ・スクール消防隊」の育成事業、

区民への防火・防災訓練指導、花火警備や区民祭警備等、地域に根

差した組織として、年間を通じて多くの活動を実施しています。 
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高 津 消 防 団 受 持 区 域 

 

令和８年４月１日現在 

分団 班 所 在 地 受 持 区 域 

 

本団  
二 子 5-14-5 

（高津消防署内） 
高津区全域 

高津 

溝 口 溝 口 4-15-17 

溝口１丁目（作延分団受持区域に属する区域を除く。） 

溝口２丁目～６丁目、 

久地、久地１～４丁目、宇奈根 

二 子 二 子 6-13-7 

二子１～６丁目、瀬田、諏訪１～３丁目、 

北見方１～３丁目、坂戸１～３丁目 

下野毛１～３丁目 

橘 

新 作 新 作  3-18-5 
末長１～４丁目､新作１～６丁目、 

梶ケ谷１～６丁目 

千 年 千 年 548-2 

千年、千年新町、久末、子母口、明津、 

蟹ケ谷、子母口富士見台、 

東野川１～２丁目・北野川 

作延 

上 作 延 上 作 延 1-4-22 
上作延、上作延１丁目～５丁目 

向ケ丘の一部（高津区に限る。） 

下 作 延 下 作 延 4-10-17 

久本１～３丁目、下作延、下作延１～７丁目 

溝口１丁目の一部（県道鶴見溝ノ口線以南の区域に

限る。） 
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本部部長

　　　（高津消防署内）　　　　TEL　０４４－８１１－０１１９　　

分団長・中山　仁

副分団長･関口　正徳

作延分団

下作延班

齊藤　晃

副分団長・各務　俊雄

森　正一 田中 正泰

広報 : 山上　暢

4

副分団長･川内野　準

溝口班

団長

13

作延分団

高津分団

橘分団

合計 119

　　　　　　　　　　　　　　　FAX  ０４４－８１２－６５４４

　　高津消防団本部　　　　川崎市高津区二子５－１４－５

分団長・木所 宏眞

分団長・南波正幸

副団長

上作延班

消　　　防　　　団　　　本　　　部

庶務 : 小黒　隆司

消防団長

千年班

副分団長･手塚　龍平

副分団長･森 一彦

警護 : 鈴木　輝雄

消防 : 藤田　利継

橘分団

高　津　消　防　団　組　織　図

令和8年4月1日

副分団長・片山　雄一

団
本
部

機能別団員

36

現　員

1

2

高津分団

二子班

副団長

本部部長

分
　
　
団

37

26

新作班
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分団 車種別 車  種 備    考

積載車 日　産 ラビット・Ｂ－３・6人乗り

積載車 トヨタ シバウラ・Ｂ－３・6人乗り

積載車 日　産 ラビット・Ｂ－３・6人乗り

積載車 日　産 ラビット・Ｂ－３・6人乗り

積載車 日　産 ラビット・Ｂ－３・6人乗り

積載車 日　産 ラビット・Ｂ－３・6人乗り

馬力 購入年月日

PS 平成25年3月25日

PS 平成25年3月25日

PS 平成25年12月2日

PS 平成25年12月2日

PS 平成25年12月2日

PS 平成25年2月27日

高 津 消 防 団 配 置 車 両

対震災用小型動力ポンプ配置状況

高
津

橘

作
延

班　別

溝口班

二子班

千年班

上作延班

新作班 平成23年 8月 5日

下作延班

番号

        令和８年４月１日現在 

  　　　令和８年４月１日現在　

ポンプ名・型式 ﾎﾟﾝﾌﾟ級別

川崎800　す　 419

班名

１１号

ポンプ積載車６台・小型動力ポンプ６台

川崎800　す　 420

登録番号

川崎800　す　 416　

川崎800　す　5946

川崎800　す　 417　

川崎800　す　 418

平成23年 8月 5日

平成23年 8月 5日

登録年月日

平成23年 8月 5日

令和 5年 3月20日

平成23年 8月 5日

ラビットFi６０００

ラビットFi６０００

Ｂ－3

ラビットFi６０００

ラビットFi６０００

　　　

二 子 班

溝 口 班

合　　計

Ｂ－3

Ｂ－3

Ｂ－3

本 団 用

３５号

上作延班

下作延班

３４号

ラビットFi６０００ Ｂ－3

合　　計 ６台

ラビットFi６０００

４０号

４１号 Ｂ－3

新 作 班

-23-



  

高津消防団の年間活動概要 
  （令和７年度中） 

実施月 事 業 名 事 業 内 容 

４ 月 
辞令交代式 辞令交代式を実施した。 
ポンプ性能検査 各班配置の可搬ポンプの性能検査を実施した。 

５ 月 運転体験イベント  イベントにおいて入団促進等の広報を実施した。 

６ 月 

高津消防団消防大会  高津消防団消防大会を実施した。 

水防訓練  消防職員と合同で訓練を実施した。 
消防団幹部研修  神奈川県消防協会が主催する研修に１名が参加した。 
少年消防クラブ結成式  少年消防クラブ結成式に団長が出席した。 

７ 月 
消防団副団長研修  神奈川県消防協会が主催する研修に１名が参加した。 
高津区民祭  高津区民祭においてパレードに参加した。 

８ 月 橘ふるさと祭り 橘ふるさと祭りにおいて警備を実施した。 
９ 月 所管業務訓練 団本部及び各器具置き場において訓練を実施した。 

１０月 

高津区安全・安心フェア  フェアで入団促進等の広報を実施した。 
多摩川花火大会 多摩川花火大会に伴う警備を実施した。 
指導員研修 神奈川県消防協会が主催する研修に１名が参加した。 
神奈川県殉職消防職団員慰霊祭 神奈川県消防学校に出向し慰霊祭に参加した。 

１２月 

消防団員幹部候補研修 神奈川県消防協会が主催する研修に１名が参加した。 
消防団幹部地震対策特別講習会 神奈川県消防協会が主催する研修に１名が参加した。 
小型ポンプ操作研修 団長会が主催する研修に参加した。 

年末火災特別警備 
消防団本部及び各班器具置場において特別警備を実施し

た。 

１ 月 
高津区消防出初式 

高津区消防出初式において、消防団員及び協力団体等への

表彰を行った。 
文化財防火デーに伴う訓練 能満寺において放水訓練を実施した。 

２ 月 
分団長（現場指揮課程）研修 神奈川県消防協会が主催する研修に１名が参加した。 
少年消防クラブ修了式 少年消防クラブ修了式に団長が出席した。 
春の安全・安心フェア フェアで入団促進等の広報を実施した。 

３ 月 

春の火災予防週間訓練 橘地区防火防災訓練に参加した。 

春の火災予防運動 高齢者福祉施設職員との合同訓練に参加した。 

消防団幹部研修 神奈川県消防協会が主催する研修に１名が参加した。 
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       令和８年４月１日現在   

 

 高 津 防 火 協 会 
 

会  長  森    幸  男  （久末町内会・橘地区連合自治会長） 

 

副会長 

大 島    明 （高津区全町内会連合会長、高津地区町内会連合会長） 

内  田   義  一  （新作第五自治会） 

森    正 一 （高津消防団 団長） 

組 織 
 高津区内の事業所、団体、個人で本会の目的に賛同し、入会する

者をもって組織しています。 

会員数 ２１７会員  

事 業 
高津区内の災害の絶滅し、無火災都市の実現を図ることを目的と

し、種々の活動を行い地域の消防防災に貢献しています。 

 

 

 高 津 消 防 研 究 会  
 

会 長 木  所   章   （株式会社 木所） 

 

副会長 

涌 坪   勉    (株式会社 高砂製作所) 

黒 川   俊 一  （株式会社 黒川石油） 

堀 川   和 彦  （有限会社 堀川商店） 

組 織 

高津消防署管内の消防法第１０条に規定する危険物製造所等を有

する工場、事業所を単位とし、本会の主旨に賛同するものをもって

組織しています。 

会員数 ４４会員  

事 業 
高 津 消 防 署 管 内 の 危 険 物 保 有 事 業 所 等 の 無 火 災 の 実 現 を 目 的 と

し、各種の事業を行っています。 

 

 

各 種 団 体 の 組 織 に つ い て 
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高 津 防 火 管 理 協 議 会             
 

会  長  小 泉 正 博 （株式会社  和泉屋）  

 

 
副会長

 

渡 邊  正 樹 （東急バス株式会社高津営業所） 

中 村  良 司 （総合高津中央病院） 

持 田  知 介 （溝ノ口駅前商店街振興組合） 

組  織  高津消防署管内の各事業所によって組織しています。 

会員数  ７１会員  

 

事  業  

会員事業所の防火意識の向上と防火管理技術の改善を図るととも

に、災害の絶無と無災害都市の実現を目指して種々の活動を行い、

地域の防火防災に貢献しています。 

 

 

高 津 地 区 少 年 消 防 ク ラ ブ  

委員長 佐藤 健一 
 

副委員長  内山 亜紀 

組  織  地域の子ども会等を中心に募集しています。 

事 業 
少 年 が ク ラ ブ 活 動 を 通 じ て 防 火 知 識 を 習 得 し 、 規 律 正 し い 明 る

く元気な少年に育つことを目的としています。 

 

 

幼 年 消 防 ク ラ ブ 

 

 

代表者  クラブを結成した幼稚園の園長又は理事長 

 

組  織  幼稚園児をもって幼稚園ごとに組織しています。 

クラブ員数  
５クラブ（たちばな幼稚園、高津幼稚園、川崎めぐみ幼稚園、 

梶ヶ谷幼稚園、諏訪幼稚園）  

事 業 
幼年が各幼稚園独自の活動を通じて防火の心を身につけ、明るく

元気な少年に育つことを目的としています。 
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昭和15年12月 

昭和18年 6月 

    12月 

昭和20年11月 

昭和22年10月 

 

昭和23年 3月 

 

昭和24年11月 

昭和34年 8月 

昭和35年 8月 

昭和36年 7月 

昭和38年 5月 

     8月 

 

 

 

     9月 

    10月 

昭和39年 6月 

昭和40年 6月 

 

     9月 

昭和41年 7月 

昭和42年 4月 

    11月 

昭和43年 5月 

 

     6月 

  
神奈川県川崎消防署が開設された。 

 川崎消防署高津出張所が開設された。 

 神奈川県中原消防署の開設に伴い、中原消防署高津出張所と改称した。  

 中原消防署登戸出張所が開設された。 

 消防団令の公布に伴って高津消防団が設置され、初代団長に木嶌栄次 

 郎氏が就任した。 

 消防組織法の施行に伴って、官設消防が自治体移管となり、川崎市消 

 防本部が設置された。 

 高津出張所の消防隊が増強され、消防隊２隊の配置となった。 

 川崎市の機構改革により、消防本部を消防局と改称した。 

 中原消防署新作出張所が開設された。 

 中原消防署久地出張所が開設された。 

 中原消防署百合丘出張所が開設された。 

 中原消防署高津出張所庁舎を改築し、高津消防署に昇格した。 

 消防職員１０４名、消防車両９台、救急車１台、４出張所(新作、 

 久地、登戸、百合丘）となった。 

 初代署長に消防司令長小野実が就任した。 

 高津消防研究会が設立発足し、初代会長に丹羽嘉津磨氏が就任した 

 高津防火協会が設立発足し、初代会長に木嶌栄次郎氏が就任した。 

 高津消防署菅出張所が開設された。 

 久末大谷戸の丘陸地帯で灰津波が発生し、死者２４名、負傷者１７名 

 が生じた。 

 高津消防署向丘出張所が開設された。 

 第２代署長に消防司令長鈴木清一が就任した。 

 第３代署長に消防司令長山中志郎が就任した。 

 高津消防署野川出張所が開設された。 

 高津防火管理協議会が設立発足し、初代会長に亀ケ谷真三氏が就任 

 した。 

 高津消防署登戸出張所庁舎を改築し、稲田消防署に昇格した。 

高 津 消 防 署 沿 革 史 

-27-



 

 
 
昭和44年11月 

    12月 

昭和45年 2月 

 

     5月 

 

 

     8月 

昭和46年10月 

 

昭和47年 4月 

 

        11月 

 

 

昭和48年 4月 

昭和49年 1月 

        3月 

 

 

昭和50年12月 

昭和51年10月 

昭和52年 4月 

     9月 

    11月 

昭和54年 5月 

 

    12月 

昭和55年 4月 

昭和56年 4月 

 

昭和57年 3月 

  
高津消防団の第２代団長に菅沼彝氏が就任した。 

 高津防火協会の第２代会長に井田順登氏が就任した。 

 高津消防署宮崎出張所が開設された。 

 向丘出張所に大型救急車が配置された。 

 第４代署長に消防司令長米谷勝太郎が就任した。 

 宮崎出張所に救急隊が配置された。 

 高津消防研究会の第２代会長に太田義雄氏が就任した。 

 高津消防署菅生出張所が開設された。 

 機構改革に伴って次長制度が廃止され、庶務課、警防第１課及び第  

２課の３課８係制となった。 

 高津消防署本署に１８メートルはしご車が配置された。 

 政令指定都市となり、区制が施行された。 

 高津消防署梶ヶ谷出張所が開設された。 

 向丘出張所に救急隊が配置され、これに伴い大型救急車を本署に配  

 置転換した。 

 第５代署長に消防監椿次衛が就任した。 

 末長地内の工場に火災が発生し、8,600 平方メートルを焼失した。 

 高津消防署本署の１８メートルはしご車が２４メートルはしご車に  

 更新された。 

 高津消防署本署に救助工作車が配置された。 

 救急隊が３交替制勤務となった。 

 第６代署長に消防監小板橋義雄が就任した。 

 高津消防団第３代団長に青木藤司氏が就任した。 

 高津防火管理協議会創立１０周年記念行事を挙行した。 

 第７代署長に消防監米谷勝太郎が就任した。 

 高津消防署子母口出張所が開設された。 

 高津消防研究会の第３代会長に平賀隆氏が就任した。 

 第８代署長に消防監川辺清吉が就任した。 

 高津消防署犬蔵出張所が開設された。 

 第９代署長に消防監古野義則が就任した。 

 新作出張所が改築された。 

高津消防署本署の２４メートルはしご車が３２メートルはしご車に  

更新された。  
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昭和57年 4月 

     7月 

            

昭和58年 1月 

     2月 

昭和59年 3月 

     5月 

     7月 

 

昭和60年 2月 

     4月 

     7月 

 

 

 

10月 

昭和61年 4月 

     6月 

昭和62年 3月 

     4月 

 

     5月 

    11月 

昭和63年 5月 

 

昭和63年 6月 

昭和64年 1月 

平成元年 4月 

 

     8月 

  
久地出張所が改築された。  

 高津区から宮前区、多摩区から麻生区がそれぞれ分区し、市の行政区が 

 ７区制となった。 

 久本地内の家具店に火災が発生し、2,600平方メートルを焼失した。 

 第１０代署長に消防監長島忠治が就任した。 

 子母口出張所に化学消防ポンプ自動車が配置された。 

 高津消防研究会の第４代会長に杉浦明氏が就任した。 

 高津地区婦人消防隊委員会が発足し、第１期委員長に柏木末子氏が就  

  

高津消防団の第４代団長に程塚幾男氏が就任した。 

 第１１代署長に消防司令長遠藤邦雄が就任した。 

 分区に伴い高津消防署から宮前消防署が分離、新設された。 

 高津消防署に水中救助隊が発足し８人が配置された。 

 高津消防署久地出張所に宿河原救急隊が配置転換となった。 

 川崎市消防航空隊が創設発足した。 

 高津防火協会第３代会長に大島保氏が就任した。 

 久地出張所の救急車が更新された。 

 第１２代署長に消防司令長高桑幸二郎が就任した。 

 高津地区婦人消防隊委員会第２期委員長に柏木末子氏が再度就任した。 

 高津消防署本署の３２メートルはしご車が更新された。 

 第１３代署長に消防司令長寺田昭男が就任した。 

 新作、久地両出張所の残留勤務員が廃止された。 

 高津防火管理協議会第２代会長に加藤賢二氏が就任した。 

 高津消防署の救急車が更新された。 

 高津防火管理協議会第３代会長に小黒光男氏が就任した。 

 高津消防研究会第５代会長に山上初男氏が就任した。 

 高津地区婦人消防隊委員会第３期委員長に加藤芳江氏が就任した。 

 天皇の崩御により昭和から平成へと改元された。 

 第１４代署長に消防監冨吉士行が就任した。 

 機構改革で、庶務課長が廃止され、副署長、予防課長制が導入された。 

集中豪雨により蟹ケ谷に崖崩れが発生し、市民３名が死亡、救出活動中 

の消防職員３名が殉職、１２名が負傷した。 

任 し た 。  
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平成元年 9月 

 

平成 2年 3月 

     4月 

 

     5月 

     6月 

    12月 

 

平成 3年 4月 

     6月 

平成 4年 3月 

     6月 

平成 5年 2月 

 

     3月 

 

 

     4月 

     8月 

平成 6年 2月 

     6月 

      

7月 

 

    12月 

平成 7年 3月 

 

 

     9月 

 

 

  
殉職した３名の職員の消防葬が市立産業文化会館（現教育文化会館） 

 においてとりおこなわれた。  

 高津消防署本署の救助工作車が更新された。 

 高津地区に初めて幼年消防クラブが発足した。 

 （川崎めぐみ幼稚園、たちばな幼稚園、高津幼稚園） 

 高津消防研究会第６代会長に荒木幹仁氏が就任した。 

 高津地区婦人消防隊委員会第４期委員長に斉藤久美子氏が就任した。 

 久地出張所の救急車が更新された。 

 本署講堂を改築し、警防課の事務所とした。 

 第１５代署長に消防司令長吉澤寛が就任した。 

 高津地区に初めて少年消防クラブが発足した。（高津地区３２名） 

 高津消防署本署の救急車が更新された。 

 高津地区婦人消防隊委員会第５期委員長に五位渕善江氏が就任した。 

 高津第１消防隊のポンプ車が１０メートルはしご付ポンプ車に更新さ 

 れた。 

 高津第２消防隊（乗換え）として2,000ﾘｯﾄﾙ 水そう付きポンプ自動車 

 に更新された。 

 救急隊が３部制から２部制に変更された。 

 第１６代署長に消防監杉崎正憲が就任した。 

 子母口出張所の化学車が更新された。 

 ０Ａ化業務が開始される。 

 高津地区婦人消防隊委員会第６期委員長に五位渕善江氏が再度就任し 

た。 

 高津防火協会（大島保会長）が「安全功労者」として消防庁長官表彰 

 を受彰した。 

 高津消防団の第５代団長に村田春雄氏が就任した。 

 高津消防署及び高津消防団が、防火思想の普及等の成績優秀により 

 消防庁長官から竿頭綬を受彰した。 

 高津消防署本署救急車が高規格救急車に更新された。 

 久地出張所のポンプ車及び高規格救急車が更新された。 

 消防団溝口、千年、新作、上作延、下作延各班に小型ポンプ積載車 

 が更新された。 

平成 8年 3月  

     4月  

 消防団上作延に対震災用小型動力ポンプが更新された。 

 高津消防団の定員が１２４名から１３５名に増員された。 
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平成 8年 4月 
 
     5月 

     6月 

平成 9年 3月 

     4月 

平成10年 2月 

 

     3月 

 

     4月 

 

 

     6月 

 

     8月 

    10月 

 

平成11年 2月 

     7月 

 

 

    10月 

平成12年 2月 

     3月 

 

     6月 

平成13年 3月 

     4月 

     6月 

 

    10月 

平成14年 3月 

         4月 

  
第１７代署長に消防監小林一也が就任した。 

 高津消防研究会第７代会長に志村武夫氏が就任した。 

 高津地区婦人消防隊委員会第７期委員長に土屋キノエ氏が就任した。 

 消防団二子班に対震災用小型動力ポンプが更新された。 

 第１８代署長に消防監増井勝四が就任した。 

 消防団下作延班の対震災用小型ポンプが更新された。 

 高津消防署本署の予備救急車が更新された。 

 高津消防ボランティアの会が設立発足し、初代会長に程塚幾男氏が 

 就任した。 

 高津消防団第６代団長に斉藤彦次朗氏が就任した。(4月1日) 

 高津消防団第７代団長に木嶌士郎氏が就任した。(4月20日) 

 職員の手で、高津消防の歌が完成した。 

 高津防火管理協議会第４代会長に内山博和氏が就任した。 

 高津地区婦人消防隊委員会第８期委員長に高橋トク子氏が就任した。 

 高津コンテナ車が梶ヶ谷出張所に新配置された。 

 査察Ⅱ型（予防軽車両）が更新された。 

 消防団溝口班の対震災用小型ポンプ車が更新された。 

 梶ヶ谷出張所庁舎が改築された。 

 高津消防ボランティアの会第２代会長に村田春雄氏が就任した。 

 高津防火管理協議会が「安全功労者」として消防庁長官表彰を受彰 

 した。 

 消防団新作班の対震災用小型ポンプ車が更新された。 

 予備救急車が更新された。 

 予備消防車が更新された。 

 消防団二子班の望楼を撤去した。 

 高津地区婦人消防隊委員会第９期委員長に石田清美氏が就任した。 

 高津消防署本署の救急車が更新された。 

 第１９代署長に消防監福元幸徳が就任した。 

 高津地区婦人消防隊委員会第９期委員長に斉藤香氏が就任した。 

 高津消防ボランティアの会第３代会長に宮田曻氏が就任した。 

 

 予備消防車が更新された。 

 第２０代署長に消防監岸田克彦が就任した。 

予 備 救 急 車 が 更 新 さ れ た 。  
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平成14年 4月 

 6月 

平成15年 2月 

 

 3月 

 4月 

8月 

 

平成16年 6月 

平成17年 2月 

     3月  

 

     4月 

 

平成18年 3月 

4月   

 

 

6月 

 

平成19年 1月 

 

 3月 

  4月 

      9月 

10月 

 

11月 

平成20年 1月 

     2月 

     4月 

 

  

高津区防火管理協議会第5代会長に鈴木元一郎氏が就任した。 

高津地区婦人消防隊委員会第10期委員長に日野屋知子氏が就任した。 

久本地内の冷蔵倉庫を解体中火災が発生し､5,600平方メートルを焼失し

た。 

久地出張所の救急車が更新された。 

第21代署長に消防監水谷哲が就任した。 

本署改築のため、北見方1-27-19の仮設庁舎へ移転した。 

査察Ⅲ型（予防軽車両）が川崎消防署へ配置換えされた。 

高津地区婦人消防隊委員会第11期委員長に小関和子氏が就任した。 

非常用救急車が更新された。 

非常用消防車が更新された。 

救助工作車が更新された。 

高津消防署本署が改築された。 

高津消防団から防火像ブロンズレリーフが寄贈された。 

30メートル級はしご車が更新された。 

高津消防団第８代団長に齊藤茂氏が就任した。 

高津消防ボランティアの会第４代会長に持田裕弘氏が就任した。 

川崎西ライオンズクラブから調査広報車が寄贈された。 

広報車が更新された。 

高津地区婦人消防隊委員会第12期委員長に戸張美代子氏が就任した。 

本署消防ポンプ車が更新された。 

非常用消防車が更新された。 

非常用救急車が更新された。 

第22代署長に消防正監福井昭久が就任した。 

非常用消防車が更新された。 

二子班積載車が更新された。 

ポンプ積載車が更新された。 

新作救急隊が運用開始した。 

高津救急車が更新された。 

梶ヶ谷消防車が更新された。 

指揮車が更新された。 

第２３代署長に消防監佐藤文隆が就任した。 

警防統括主幹が高津区役所危機管理主幹を併任した。 
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平成20年 4月 

6月 

平成21年 2月 

 

 

     3月 

      

4月 

 

 

 

8月 

12月 

 

平成22年 3月 

     4月 

 

 

5月 

6月 

7月 

平成23年 2月 

 

 

3月 

4月 

8月 

 

平成24年 3月 

5月 

6月 

     11月 

平成25年 2月 

 

指揮情報隊が発足した。 

高津地区婦人消防隊委員会第１３期委員長に金田初枝氏が就任した。 

本署水槽付ポンプ車が更新された。 

新作消防車が更新された。 

子母口消防車が更新された。 

久地救急車が更新された。 

川崎西ライオンズクラブよりパソコン１台が寄贈された。 

高津消防団第９代団長に三田久夫氏が就任した。 

組織改正で危険物・査察係が設置された。 

予防課長の専任制度が導入された。 

副署長が高津区役所危機管理主幹を併任した。 

高津防火協会第４代会長に吉﨑隆男氏が就任した。 

川崎高津南ロータリークラブより訓練用レサシアン１体、訓練用ＡＥＤ

１台が寄贈された。 

非常用消防車が更新された。 

第２４代署長に消防監佐久間真一が就任した。 

組織改正により担当主幹、担当主査が廃止され、担当課長、担当係長が

設置された。 

川崎高津ロータリークラブより消防団用ホース１８本が寄贈された。 

高津地区婦人消防隊委員会第１４期委員長に埴田恵子氏が就任した。 

高津消防団第１０代団長に河原金藏氏が就任した。 

高津防火管理協議会よりキヤノンカラーレーザープリンタ１台、インク

４本が寄贈された。 

非常用救急車が更新された。 

久地消防車が更新された。 

第２５代署長に消防監鈴木富夫が就任した。 

高津分団溝口班、橘分団千年班・新作班、作延分団上作延班・下作延班

の車両が更新された。 

高津防火管理協議会よりパソコン２台が寄贈された。 

高津消防ボランティアの会第５代会長に佐保田實氏が就任した。 

高津婦人消防隊委員会第１５期委員長に須山美恵子氏が就任した。 

子母口化学車が更新された。 

消防団本団、溝口班、二子班、新作班、上作延班及び下作延班に対震災

用小型動力ポンプが更新された。 
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平成26年 3月 

 4月 

 

 

5月 

 

6月 

     8月 

 

 

平成27年 3月 

     5月 

      

7月 

 

 

平成28年 2月 

 

 3月 

 4月 

 6月 

平成29年 3月 

 

 

 

     4月 

 

 7月 

     8月 

 

9月 

10月 

11月 

平成30年 3月 

新作救急車が更新された。 

第２６代署長に消防監越谷成一が就任した。 

本署に水災害対応車が配置された。 

高津消防団の定員が１３５名から１４１名に増員された。 

高津防火管理協議会第６代会長に持田裕弘氏が就任した。 

高津消防研究会第８代会長に木所章氏が就任した。 

高津地区婦人消防隊委員会第１６期委員長に内木奈生美氏が就任した。 

株式会社末長組よりバルーン投光器、訓練用消火器、ロープ収納袋が寄

贈された。 

高津防火協会第５代会長に瀧村治雄氏が就任した。 

高津救急車が更新された。 

川崎高津ロータリークラブよりジュニアハイスクール消防隊活動服 

２５着が寄贈された。 

東京ガス（株）よりガスコンロ一式が梶ヶ谷出張所へ寄贈された。 

川崎西ライオンズクラブより、子供用消防被服（５セット）が寄贈さ 

れた。 

高津防火管理協議会よりキヤノンカラーレーザープリンタ１台、インク

４本が寄贈された。 

久地救急車が更新された。 

第２７代署長に消防監森下泰弘が就任した。 

高津地区婦人消防隊委員会第１７期委員長に須山三枝子氏が就任した。 

高津第１消防車が更新された。 

非常用救急車が更新された。 

高津分団二子班器具置場を高津区二子６丁目１３番７号へ移転した。 

高津消防団が、神奈川県消防協会より竿頭綬を受彰した。 

第２８代署長に消防監富樫剛が就任した。 

高津消防団第１１代団長に森勝夫氏が就任した。 

高津乗用車（ニッサン セレナ）が更新された。 

川崎高津ロータリークラブより、少年消防クラブ制服一式（３０着）が

寄贈された。 

高津防火管理協議会第７代会長に廣部登勝氏が就任した。 

高津消防団が創立７０周年を迎えた。 

高津消防ボランティアの会第６代会長に上木原一志氏が就任した。 

非常用消防車が更新された。 
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     7月 

平成30年 9月 

    12月 

平成31年  1月 

 

 2月 

     4月 

 

令和元年 5月 

     9月 

     10月 

 

令和2年  3月 

 

 

9月 

令和3年  2月 

4月 

 

12月 

令和4年  1月 

        

 

4月 

 

7月 

11月 

 

令和5年 2月 

3月 

 

 

4月 

     5月 

高津地区婦人消防隊委員会第１８期委員長に内木奈生美氏が就任した。 

高津乗用車（ホンダ ステップワゴン）が更新された。 

救助工作車が更新された。 

高津防火管理協議会が「一般市民特別消防協力者」として、川崎市長表

彰を受賞した。 

梶ヶ谷消防車が更新された。 

第２９代署長に消防監藤原收が就任した。 

高津消防団第１２代団長に持田稔氏が就任した。 

天皇の退位により平成から令和へと改元された。 

高津指揮車及び新作救急車が更新された。 

台風１９号により区内において、浸水等により７３３床の住宅が被害を

受けた。 

子母口消防車が更新された。 

高津地区婦人消防隊委員会は、事業推進目的が達成されたものとして発

展的解散を遂げた。 

高津消防団が防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞した。 

新作消防車が更新された 

第３０代署長に消防監熊谷智子が就任した。 

高津消防団第１３代団長に武笠和師氏が就任した。 

久地出張所の長寿命化工事が完了した。 

高津救急車が更新された。 

川崎西ロータリークラブより、少年消防クラブへキャップ（１００個）

が寄贈された。 

川崎高津ロータリークラブより、高津地区少年消防クラブへジャケット

（５０着）が寄贈された。 

高津防火管理協議会より、電動アシスト自転車（２台）が寄贈された。 

久地救急車が更新された。 

川崎高津南ロータリークラブより、横断幕（３種類）が寄贈された。 

高津軽乗用車（スズキ スペーシア）が更新された。 

高津ポンプ積載車が更新された。 

二子班積載車が更新された。 

高津消防団ＯＢ会より、懸垂幕が寄贈された。 

第３１代署長に消防監小金澤貴史が就任した。 

高津防火管理協議会第８代会長に小泉正博氏が就任した。 
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     6月 

11月 

令和6年 1月 

 

4月 

 

令和7年 2月 

 

3月 

 

 

4月 

5月 

12月 

令和8年 3月 

 

4月 

高津防火協会第６代会長に小池克利氏が就任した。 

高津第２消防車及び新作消防車が更新された。 

令和６年能登半島地震に緊急消防援助隊として延べ２４人の職員を派遣

した（１月１５日～２月１３日）。 

第３２代署長に消防監田邊浩太が就任した。 

高津消防団第１４代団長に森正一氏が就任した。 

川崎西ライオンズクラブより、デジタルワイヤレスアンプシステムが寄

贈された。 

令和７年大船渡市林野火災に緊急消防援助隊として延べ１５人の職員を

派遣した（３月３日～３月１１日）。 

高津デイタイム救急車が納車された。 

高津デイタイム救急隊が運用を開始した。 

高津防火協会第７代会長に森幸男氏が就任した。 

新作救急車が更新された。 

高津消防ボランティアの会より、ポータブル電源等が寄贈された。 

高津消防ボランティアの会が解散した。 

第３３代署長に消防監押部光賢が就任した。 

高津はしご車が更新された。 
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【２０２６年度全国統一防火標語】

火の確認

いい日を支える

いい習慣

令和８年６月
高津消防署
２１３－０００２
川崎市高津区二子５－１４－５
０４４－８１１－０１１９
０４４－８１２－６５４４

発 行
発 行 所
住 所

電 話
Ｆ Ａ Ｘ


